























腸球菌 (vancomycin-resistant Enterococci, VRE) に対する抗菌作用, および甘草の主要
なフェノール性成分の一斉分析条件の確立について新たな成果を得ることができた。  
 まず東北甘草から計 43 種のフェノール性成分を単離同定し, うち 4 種の新規化合物につ
いては構造決定を行った。 新規化合物のうち特に 2 種は, 甘草特有と思われる 2-アリル-3-
メチルベンゾフラン構造を有していることを見出した。  
VRE は, バンコマイシンのみならず多くの抗菌剤に対する耐性を獲得しているが, これに
対する効果的な薬剤はリネゾリドなど限られており, 新たな抗菌作用物質の開発が必要で
ある。 そうした検討の一環として, 本研究では甘草から単離した 41 種の化合物の抗 VRE




 さらに, 甘草の酢酸エチル抽出物中におけるフェノール性成分の寄与を明確にし, 抗菌
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作用物質開発の素材としての甘草についての評価を実施するために, 主要なフェノール性
成分の HPLC による一斉分析の条件を確立することができた。 これらのうち明瞭なピーク
を示した 8 種の化合物については, 酢酸エチル抽出物中の定量をも行い, VRE に対して比




























・ 抗 VRE 活性に対する単離化合物の構造活性相関に関する議論 
 
 
